
令 和 ８ 年 度 須 田 中 学 校 グ ラ ン ド デ ザ イ ン
加茂市で育てる子ども像

～目指す子どもの姿～

○社会の変化に対応し、課題を解決する。

○主体的に課題に向き合う。

○お互いの生命や人権を尊重する。多様性を尊重し

お互いに認め合う。

○心と体の健康に対する理解と体力を高める。

○加茂市の良さを知り、地域のために行動する。

○夢と志をもって、挑戦する。

教 育 目 標

自ら燃えて課題に立ち向かい、積極的にたくましく実践しよう
― 自主・誠実・実践 ―

今年度の重点目標 今年度の重点目標 今年度の重点目標
めざす生徒像 めざす生徒像 めざす生徒像

他とかかわり、より確かな 他とともに、よりよいもの 食と生活習慣の質を高め、
学びを追究する生徒 を求める生徒 健康増進・体力向上に励む生徒

＜成果目標＞ ＜成果目標＞ ＜成果目標＞

①｢授業が楽しい｣の割合が90％を上回る。 ①「学校へ行くのが楽しい」生徒が90％を上 ①「体育の授業やハッスルタイムを通して、

②｢授業がわかる｣の割合が90％を上回る。 回る。 運動を楽しんでいる」生徒が80%を上回る。

③発表やグループ活動の場面で、自分の考え ②「自分は仲間､集団､地域等に貢献できてい ②「元気UP週間で、自分の決めた目標の達成
や立場を伝えることができる生徒が80％を上 ると思う」生徒が90％を上回る。 を意識して生活した」生徒が80％を上回る。
回る。 ③ 学級･生徒会･行事等で話し合いながらよ ③「健康教育で、自分の生活を振り返り生

④「話し合う際や発表する際にICT機器を役立て り良いものを目指すことができたと思う｣ 活習慣に対する意識を高めることができ

ることができた」生徒が80％を上回る。 生徒が90％を上回る。 た」生徒が80％を上回る。

⑤ 家庭学習を平日60分以上休日90分以上行った
日の割合が全体で80％を上回る。

教育活動・取組事項 教育活動・取組事項 教育活動・取組事項

○学び合う場面をとり入れ、考えをより深 ○日常の励ましや賞賛を通して、自他の

め、確かな理解を促す工夫のある授業を 個性を尊重し、支持的風土を醸成する。 ○体育授業やハッスルタイムで体力の向

各教科で実践する。 ○生徒が主体となる｢スマイル集会｣｢地 上を図る。

○自分の思いや考えを表現する場面や課題 域を知る活動｣等を通し、思いやりや社 ○望ましい生活習慣の定着を図るため

を設定し､生徒の意欲的な取組を促す。 会 参画をする心を育てる。 に、生徒会活動とタイアップした元気

○ＩＣＴを積極的に活用し、互いの考えを ○学級活動･生徒会活動･学校行事等で話 アップ週間に取り組む。

共有したり発表を工夫したりする。 し合いの場面を意図的に設定し、課題 ○年間を通じた健康教育の実践内容を、

○授業と連動した評価や予習・復習の課題 解決に向けて協力する姿勢を養う。 ホームページやたより等に掲載し、保

を工夫する。 護者への啓発活動にも取り組む。

連携・協働による地域とともにあゆむ学校づくり

小中連携教育の推進 家庭との連携の推進 地域との連携の推進

◎須田中学校区小中連携教育リーフレットに ○生徒の願いを軸にした育友会活動 ○地域と連携した教育活動づくり

基づく連携教育 ・保護者が一緒に参加して活動する学校 ・地域人材の積極的な活用

○｢目指す須田っ子の姿｣の共有 行事 ・地域活動への積極的な参加

○小中連携事業 ・学年別での親子活動を通した保護者・ ・地域貢献活動

・小中学生合同の交流･奉仕活動の実施 学校間の連携 ・更生保護女性会によるあいさつ運動

（レク･地域貢献活動･あいさつ運動） ○ホームページ、Home&School 等を活用し ○地域に開かれた学校づくり

・小中合同でのスマイル集会、元気アッ た積極的な情報発信 ・年２回の「学校教育説明会」

プ週間等の実施 ・学校評価、アンケート等を通した保護 ・学校行事にて地域住民が

○小中職員交流会における研修活動 者からの意見収集、教育活動への反映 参加できる活動

○加茂市指定研究事業(R8) ・オープンスクール（学習参観等）を定

・授業参観､協議会等の小中研修実施 期的な開催

自分の生活習慣や運動習慣に興味関

心をもち、進んで健康増進･体力向上を

目指す生徒を育てます。

自分に自信を持ち、周りとのつなが

りの中で価値を共有できる教育を推進

します。
学び合う授業・課題設定の工夫で

学力向上を目指します。


